
Cグループ 

 

イベント 

・本に関して読書会のできる場の提供 

・哲学カフェなど対話ができるイベント 

・読書会ができる 

・多目的スペース、ミーティング、学習会 

子ども 

・子どもがねころんで本が読めるスペース 

・子どもの遊び場を作る 絵本も置いてある 

・定期的に本の読み聞かせ、紙芝居 

空間 

・音、香りなどはそれぞれ好みがあるので慎重に決める 

・自宅のソファがある家庭の書斎的空間 

・本の顔（表紙）が見える 本棚がたくさんある 

・流行や人気のある本の展示スペース 知るきっかけになるかもしれない 

ランドマーク 

・広い交流の有り、シンボル的なものが誰にでも伝わるような場所 

・一言で伝わるネーミング 

電子化／IT 

・専用アプリの提供 利用者カードとして使える 

・画面をかざすと本のデータが見れる 

・借りた本の管理（本の通帳） 

・電子書籍の閲覧 

・“What’s new”情報 

・HPの見やすさ、デザイン性 

・SNSの努力 

豊橋の情報発信 

・豊橋の歴史を知ることのできる場所 

・社会教育として大とよはし大学のような交流企画 

企業・大学との連携 

・愛大。技科大などの大学 出前講座 

貸出・配本 

・借りた本の返却を市内のどの図書館でもできるサービス 

・図書館を持たない地域へのサービス 

・ネットで予約して受け取れる 

・貸し出す本の配本サービス（交通弱者の人にも便利） 

・入院されている方にも書籍を貸出できるように 

ユニバーサルデザイン 

・多言語対応できる職員 

・書架の間が車いすが通れるスペース 

・（盲導犬の入れる）点字本の導入して欲しい 

視 

・古いクラシックレコードが聴ける（１９７０～１９８０年代とか） CD、スペース 市民からの寄付、購入 

・視聴覚室を設ける パソコンが並んでいるだけの環境よりも良い体験ができる 

・映画が見られる図書館 

・プロジェクターなどで学習できる 

市民参加・人材 

・「市民のリクエストに応える」というスタンスが古い これからは市民が運営に参加し、市民が考え、決定するべき それを行政が形にする 

・市民の方にリクエストカードを導入する 

・市民が運営に携われる仕組み 選書 自由にレイアウトできる棚 定例会議の開催＆参加 

・自分が求めている情報が簡単に取り出せるシステム（相談出来る人がいる） 

・スタッフの質は大事 しっかりした人材育成、制度と予算を充てる 

・本を借りたり、調べる人に沿うことのできる人材、色々な分野のスタッフ 

・自宅の本を寄付出来る 

・家庭のいらない本のバザーができる（要登録） 

・法律相談ができる 

・育児相談ができる 



Cグループ 

 

その他 

・ダイジェスト版 本がコピーできるサービス 

・利用時間の拡大 朝と夕方～夜 

・早期返却した人にポイントを付ける ポイントを付けて何か多く借りられるとかのサービス 

・インターネットができる、プリントアウトもできる 

感想 

・DIYコーナー、料理本を見ながら料理ができる 子どもを遊ばせるスペースがあるなど図書館に収まりきらない機能については再開発事業者に 

・市民が喜ぶ、使いやすい図書館に出来たらと思う。 

・ランドマークは本当に欲しいし、デートの待ち合わせが出来たらいいよね！と思います。 

・三回目を終え、最初から上がっているものもたくさんあり、これから絞り込むのが難しくなりそうですが「市民主体」は大切なことだと思います。 

・市民が関る図書館がとても良かった。 

・街中返却ポストが増えれば便利です。 

・今までの中央図書館、配本センター等とは別に機能を変えたい。 

・開館時間 7時～23時賛成です。 

 


